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する感想として、 Hawthorneは TheEngJish Notebooksに以下のように記している。
1 saw in an American newspaper， yesterday， that an opera (stil unfinished) had been 
written on the story of the Scarlet Letter， and that several scenes of it had been 
successfully performed in New York. 1 should think that it might possibly succeed as an 





tr、RichardChaseは TheSC8I、'letLθtter に I~J して、“they[scenesj are like the events in a pageant 
01' a dream， not like those of a stage drama." と述べている。更には、“They[Hav.rthorne's fictions] 




its conflictう crisis，and catharsis."として、およそドラマを成立させる要素に欠けていると主張してい
るoすまた YvorWintersによれば、 Hawthorneの作品の登場人物はアレゴリカルな閥念、を表しているに
過ぎず、従って TheScar!et Lθtterにしたところで、“thevery development of the story is neither 




Jamesはその著者 Hawthornθにおいて、“Hawthorneis perpetually looking for images which shall 
place themselves in picturesque correspondence with the spiritual facts with which he is 
concerned. . . " と語っている。7 彼に言わせれば、 Hawthorneが作品の題材をピューリタン時代に仰
いだことも、ひとえに絵lUlI牲を求めての結果とされる。
Hungry for the picturesque as he always was， and not finding aηy very copious 
provision of it around him， he turned back into the two preceding centuries， with the 
earnest determination that the primitive annals of Massachusetts should at least appeaI句
picturesque. His fancy， which was always alive， played a litle with the somewhat meagre 
and angular facts of the colonial period and forthwith converted a great many of them 
into impressive legends and pictures.8 
上記のíJIJl] に 111~ らず、 James はこのお:作の 11 1 で“picturesque" という言葉を述発している。もう一人、
Hawthorneの絵師性、あるいはJ1.!に進んでがi劇悦を証言してもらうとすれば、 F.O. Matthiessenが適
任で、あろう。その;汗 AmericanReηθissanceには、“日awthornebuilt his important situations as 
pictures， 01' rather as tableaux， which were the closest the dramatic inexperience of his milieu 






の上に立つijf却の場問、陰惨な牢獄での Hesterと Chillin思，yorthのi司会の場面、 Pearlの処遇をめぐっ
て、 Hesterとピューリタン社会の代表者たちがγ「う Bellingham~sllでの場面、真夜中のさらし合に手を
つないで立つ Hester，Dimmesdale， Pearlの親一子三人が、 Aの文字にきらめく流れ尽に照らされるよらH師、
海辺で菜市を採取する Chillingworthに Hesterが会いに行く場刻、小1奇い森の"1での Hesterと
Dimmesdale の忍び違いの場面、胸の Aの文字を群衆に 11回した Dimmesdale と、l~ んで、 Hester ，
Chilling¥へlorth，Pearlがさらし台上に立ちつくす場面など、枚挙に1院がない。
この点に設はした MalcolmCowleyは、 TheScar!et Letterをタブロー的場閣の述続より成る一筋の
劇に探する考えを示している。そして彼は、全二トi周平から構成される TheScar!et Letterを、途中い
くつかの市を interlude及び postludeとして除外した上で、 li毛主八滋の腿として ;W~分けしている O1()同じ
く TheB!itheda!e Romaηceの演劇的性総に1をつけた DonaldKay は、 Cowleyの方法を熊JIするこ
とで、 If可作lV1が全五右手二トーj誌の劇とも見なしうることを示した。1その他、 LarryBakerなども、
~ft~劇としての HawthoI寸1e の“Ethan Brand" ???
Hawthorneの作品がドラマの優れた素材となりうることを認めている012 事実、 TheScarlet Letterな
どは、リリアン・ギッシュ主淡のサイレントH手代の映画から、つい数年前の近作に至るまで、何度もi映画




も“thedramatic inexperience of his milieu"とあったように、はなはだ心もとない。 Cowleyによj工ば、
“Although he liked going to the 80ston theatresラ heseems to have had no consuming interest in 
acted plays; at most they may have confirmed him in his taste for conveying moods by visual 
effects. "限度のことらしい。 14 また却I~'iのアメリカの演劇計11'1からすれば、これも当然のことと言えよう。
彼の演劇に関する知識は、主に読i-U=にIJ米するものと考えるのが妥当で、あろう。とはいえ、彼は腿場にお
ける観劇経験の乏しさをおIiうかのように、戯11に出してなかなか11かな読者{誌を誇っている。少年時代か




作者Aでもあった TheSpectatorの RichardSteele、18fLU己ドイツのシラーなどが挙げられる。 !5つまり
Hawthorneは、舞台j二で'iHiじられる劇には必ずしも給油していなかったにせよ、戯曲の技法等について
はそれなりの知識を持っていたと考えられる。
演劇への1M!心を反映しでか、 Hawthorneはスケッチ風の作品のI1'で、ナレーターとしての rl 分を、 J~~












The BIIthedaJe尺omanceになると、ナレーターの Coverdaleは，~，分が 8rook Farmという舞台で演
じられる劇の観客であることをI!JJfi'(Hに怠識している。彼は森の主主(に生えている松の木の高所に隠遁19rを抑





カミりji1!lJ剥支臼上になっていることは、“Therenow needed only Hollingsworth and old Moodie to 
112 鈴木 ?長;ζ珂ミ
complete the knot of characters， whom a real intricacy of eventsラ greatlyassisted by my method 
of insulating them from other relations， had kept so long upon my mental stage， as actors in a 
drama."との発言にもi切らかである O 16 それに気づいた Zenobiaは、急いで、窓のカーテンを下ろす。
Coverdaleにはそれがまるで、“Itfel like the drop悶curtainof a theatre， in the interval between the 
acts." (159)のように感じられる。 Zenobiaに言わせれば、“'Aslong as the only spectator of my 




My own part， inthese transactions， was singularly subordinate. lt resembled that of the 
Chorus in a classic play， which seems to be set aloof from the possibility of personal 
concernment， and bestows the whole measure of its hope or fear， its exultation or 
sorr吋ow，on the fortunes of others， between whom and itself this sympathy is the only 
bond. Destiny， itmay be-the most skilful of stage但managers-seldomchooses to 
arrange its scenes， and carry forward its drama， without securing the presence of at 
least one calm observer. It is his office to give applause， when due， and sometimes an 
inevitable tear， to detect the final fitness of incident to character， and distil， in his long-
brooding thought， the whole morality of the performance. (97) 
ややもすると Coverdaleは自らの立場を忘れて、舞台へ駆け上りかねない気振りを見せる。 8rook
Farmに着くと早々、彼は東い病気に椛る。 1:'復WJにある彼を病家に見舞った Hollingsworthに、この!な
で何かやることがあるかとやねられて、 Coverdaleは、 Nothing . . . unless to make pretty verses， 




られている。 Zenobiaは何度も優れた女ー援に習えられ、彼女が出場での余興に活人同I(Tableau vivant) 
を巧みに演じる様がrUiかれている。また、この作ihlの序文で、 Hawthorneは、“establisha theatre， a 
litle removed from the highway of ordinary travel" (1)したいとの怠閣を語っている。つまり、物語の
り予の Coverdaleが事件の顛末に劇の装いを与えることを欲しているのみならず、更にその作者であ



































光のi議内に間まっていると指摘している。そして、“Thus，in the conflicting lights of moon and fire， 
associated respectively with tenderness， merriment， and cheerfulness， and fierceness， horror， 
and gloom， the moral conflict between Brand and his visitors is re-enacted -and illuminated."と












の統一のことである。 Cowleyや Kayにならって“Ethan8rand"を;存分けするとすれば、 tU121である当
刊行'1'1土、 J々 えるまでもなく-45物ということになる。一主主物が三一致の法別に能うことは当然と忠われる
かもしれないが、一語)~~でも複数のj誌を持つ作1111がないわけではなし、。“Ethan 8rand"は厳筏に言えば、
11 の内に創刊 1 の 'jff'l:が生起、 )liJ. l~討するという 11，)'の統…に抵触するかもしれない。だが、ある 11 のタ謀れ
から現1の夜間けまでという、一伐の1¥米'JであるJ誌を考慮すれば、まずは許容範間内であろう。場所は















広外にそうでもなL、。 Hawthorne の代表的な ~ri;;^ ;;{を思い浮かべてみても、“MyKinsman， Major 
Molineux"や“YoungGoodman 8rown" は、…イ支の IU米'Jfであっても、.Þ~jîJfの点で一致しないし、“The
8irthmark"や“Rappaccini'sDaughter、"は、少々 熱型Iして場所の一致は認めるにしても、一日の出来事
とはなっていな~) 0 “Roger Malvin's 8urial"や“TheMinister's 81ack Veil"はi時もよ易iJfも統一されてい
なL、。 Hawthorηeのfr:1刊の11から、三…致の法l!IJをil:;Jたしている知誌をあえて選ぶとするなら、1=1ぼし
いものとしては、“TheAmbitious Guest，"“The Man of Adamant，"“David Swan，"“Dr. Heidegger's 
Experiment，" "Endicott and the Red Cross，"“The Snow-Image"などが挙げられよう。
だが、三一致の法l!日にのっとっていれば、それで劇として成立するわけではない。いろいろ例外があろ





“Ethan 8rand"の場合、まさにこの対立・葛藤がドラマを推進する1::動力となっている o fr:J1で最も































要件を f[，!，jたすとなると、ほとんど全滅に近~) 0 “The Man of Adamant"では、主人公の Digbyはただた
だ!~!分の信念の正当性を主張するだけで、心に疑いが兆すことはなく、およそ対立など生じる余地はない。
“Endicott and the Red Cross"における Endicottの雄々しい振る舞L、にしても、戦うべき相手のイギリ
ス取がその場にいなくては、わなる官威張りのデモンストレーションに等しい。このような一方的な戦い
では、とても対立・誌旅とは呼べなし、o "The SnowωImage"では、 子供たちと父親の1¥jに対決の萌芽が兆



















































slj[hedale Romanceでナレーター Coverdaleが自らをなぞらえた chorusによる説明とでも考えれば
よかろう。ギリシャ古典劇でお馴染みの chorusであるが、エリザベス朝演劇の Marloweの The
~;W~劇としての Hawthorne の“Ethan Brand" 1 j 7 











す、③ストー 1)ー を進炭させるJ、という三つの機能があるとされている 024 一つの台詞にこれらの機能を
複数織り込むことができれば、それだけ言葉数が節約され、合誌の1密度が高まることになる。“日than
Brand"にはそのような台詞をIBiI所にl1U、だすことができる。例えば、丘を登ってきた Brandに向かつて、
Bartramが乱換な脅し文句を口にすると、 BrandC;J:，“γou offer me a rough welcome. . " Yet 1 
neither claim nor desire a kinder one， even at my own fireside目， "と返事をしている。この台訴は、
l止に容れられぬ品、andのj制限的で荒んだ心のI);Jを表すのみならず、“atmy own fireside"という
よって、彼が Bartramの石灰窯の元所有者であったことが示唆されている 025 また、 Bartramが村人を
























それに付|出して、村に帰ってくる~')、前の Brand の身に起こった U\米引を叙した物語の別の部分が存千五
したことをJ)¥めかすようなtif句が、作品のljにいくつか見いだされる。作品の目立[{で Brandの笑い111が
、てきた i川l~陥~J'寺j主\\、
scene of E毘~than Bralηld's sol取l此ta釦r、γyand m羽ledi比ta剖tiveliぱfe念. . . ."(84)と古かれている。このIl!j'}g(より}潟に
Brandの名前は作中で一度も言及されていないことを思い合わせると、この文京はいささか奇異の感を 17，
える。“thesame lime-kiln"以Fのは、すでに読者が Brandとは何者で、あるか知っていることを前
提としている。その直後の、“Manyyears， as we have seenラ hadnow elapsed， since that portentous 





庄の上;を訪れた三人の村人の…人、村医者を紹介するI!lに、"Itwas the village DoctOl二 aman of some 
fifty yearsラ whom，at an early period of his life， we should have introduced as paying a 
professional visit to Ethan Brand， during the latter's supposed insanity. "(92)という文京がある。




当作品が1850"fにBostonMuseum 誌に“TheUnpardonable Sin. From an Unpublished Work"の題
名で初めて掲載された際、及び1851年にDoffarMagazine誌に“EthanBrand ; 01' The Unpardonable 
Sin"と改題の l'、リプリントされた際の表記に従ったものである。ところが1852年にHawthorneが他の




もう一つ、 Brandに破滅させられた Estherに言及した筒srでも、 jirJ憾の示唆がなされている。 Esther
については、これまで作11に登場していないばかりか、その仔イ1:にIYAして一誌も触れられてさえいないに











-f，}If-IJとしての Hawthorneの“Ethan8rand" 119 
を;l}き縦ぐつもりがあり、 i話題とIf{'i:ij河内語句はその内ri宣伝の効果を担ったものと論じている028Dieter
Schulzの見解では、“Ethan8rand"は sepal司ation，initiation， returnを構成要素とする quest
romanceの最終局聞を放った{仏日とされる。そして副題と H古示的語句を加えることで、知い作品に
quest romanceとしての全局面にわたる民望を与えることが企i泌されている029Neal Frank Doubleday 
(i，“Ethan 8rand"とCharlesRobert Maturinの Melmoththe Waηd町er の内容n(]~m{~に着目し、削


































この作lyiが 8randの theUnpardonable Sinの実在をめぐる内的葛藤を捕し、たものであることが、こ








う。“8al吋tram，the lime“burnel二arough， heavy-looking man， begrimed with charcoal， sat 
watching his kiln， at nightfall， while his litle son played at building houses with the scattered 
fragments of marble. . . " (83)という文京で、 ドラマは始まりを告げる。主主が tがると、すでに舞台に
































一幕尉としての Hawthorneの“Ethan81弓and" 121 
う。それに続く場面では、荒野に嵐が凄まじく吹きすさぶi僚を、 Lear が t~1 分の口から Wi'与してみせる。


























ろうか。すなわち f起Jでは、 ドラマの悶始にあたって、 1寺と場所と主姿資場人物が一通り紹介され、お
およその状況設定が明らかにされる。「起Jに続いて、事件が次々と生起して、 ドラマが大きな進展を見





けに対する Brand の l境 Jj;fç な返~Jif に、 Bartram は、 "'Drunk ， or crazy!'" (86)以下の独り言をつぶやく。
この台認は観客には剖こえるが、 Brandのヰには長iかない決まりになっていて、演劇のf1iILJ ，こ相当しよう。
息子の乞いに応じて、 Bar廿 amが窯のJ;jjiを閉じると、 Brandに当てられていたスポットライトは消え、
舞台は昨び浴!剖の中に沈む。
そこから約 1ページ、晶、andと Bartramのf[1]に会話が交わされる。ここではナレーターの説明によら
ずに、二人の自然な会話の1:1で、 Brandの正体、彼が村を去った耳flE[f、 theUnpardonable Sinを採し求
122 鈴木 繁
めることに費やされた長い年月、その探求の首日司令，jLjずと rVJらかにされる。これでほぼ観客が先に抱い
た謎に対する解説:は与えられた。最後に theUnpardonable Sinの在りかを尋ねられた Brandは、自分
のJ旬を指さしつつ、備の恐ろしい笑いを再度爆発させる。笑しりFJf'ま夜のしじまに泌き、こだまを響かせな
がら、庄の!日!に消えていく。









この後、 BrandとBartramは再び theUnpardonable Sinの真偽をめぐって議論し合う。この会話を
通して、両者の対立.s}俸の構闘が徐々に浮かび上がってくる。 Brandは探求の旅の1f1ZJを1前iかに達成し
たと泣い~l~って、その成果を誇るがごとき態度を示す。一方 Bartram は、告I1にも赦されない界がこの lit
にあろうなどとは信じようとせず、ここでもまた得意の{1j']をJFl、て、“'Theman's head is turned. .一"
(90)以下の157詞をうそぶく。二人の対決は、 Ba創rれ、t廿
ため、外にはっきり現れた形とはなっていなL、。それはあくまで心の11での|おいである。この対立は作11
















立・誌j奈が舞台に持ち込まれる。彼らは theUnpardonable Sinの存否をめぐって、 8randと鋭く対1時
する。 Brandと Bartramの争いは、心の11での無言の絡i品iであったが、村人たちとの才1いは外に表れた
形で民間する。 両者はり:し、に激しい言葉を巡り取りし、ドラマは??応なしに緊迫の!立を加える。三人の村
人は 8randの敵対者であり、 lilJl寺にそのJl俗で自盟落な性格によって、 8r‘andの担介で倣慢な性格をl際
立たせる役割も*たしている。
一幕!潟としての Hawthorneの“EthanBrand" 123 
!援には一般的に、観符が主人公に感情移入してしまう傾i勾がi認められる。もちろん主人公が傾端にJ出入













打たれる。そのすぐ後に、 Humphreyのぞ千貌、及び彼の奇矯な振る型lfl、を説明するト i!?きが続く o
Humphrey と Brand の IIJJ に n~が交わされると、その解説としてナレーターにより、 Brand が
Humphreyの娘 Estherを破滅に奈らしめた経綜が語られる。ここでもまた翻容は、舞台上で、演じられる
ことのない Brandの過去の行状を、ナレーターを通してま1ることになる。このような方法を用いること





見 1ft 物l'!ilÎ は、:rYおーたちの求めに応じて、ジオラマを披掃する。一通り見 111:物が終わると、彼は TJ百 rl~、もの
を見せてやろうと、 Brandにジオラマを説いてみるよう促す。だが、好奇心の強いお者が一緒にiJtlき兄た
ところ、 '1は?;そっぽであった。見Jlt物fljIによれば、訂iの1'身は theUnpardonable Sinだという。つまり
彼は、 theUnpardonable Sinなどこの1上にありはしないと灰めかしているのである。 Brandの対決の相
手は、今度は見Llt物rliに変わる。ここでまたもや、 lejらのi…1'1'']を述しえたとする Brandの信念は掃さぶ
りをかけられる。観容の心にもflJび疑念が兆す。しかし、その疑いを封じ込めるかのように、 Brandは羽!
に激しい掠りの弓張を投げつける o Brand は、“'1remember you now. . . "'(96)と討って、見役物
日Iと1矢1の付lであったことを忠い1¥す。それ以 l'の詳しい説明はなされていないが、この一言が克1上物日lIi






























解けない。 Bartram は最後まで Brand の話を信じることをtl~み、相手にからかいの言葉を浴び、せかける O
Bartram は Joeを述れて、平和lと休息を保証する小屋へと避難し、 Brand一人が窯の前に残される。す





この部分がある阪の Brandの独自であることは、それに続く、“ 'Whatmore have 1 to seek? What 
















“it was that[expression] of a fiend on the verge of plunging into his gulf of intensest torment" 
(l00)という文京が1[¥てくる。 Brandが窯の11に身投げすることへの暗示は、これまでいく度も作lf:1に現




Oh， Mother Earth . . . who art no more my Mother， and into whose bosom this frame 
shall never be resolved! Oh， mankind， whose brotherhood 1 have cast off， and trampled 
thy great heart beneath my feet! Oh， stars of Heaven， that shone on me of old， as if to 
light me onward and upward! -farewell al， and forever! Come， deadly element of Fire 





























Brandの恐ろしい笑い戸が、 舞台前面の小箆でIIL~ る Bartram と Joe の夢のr!:l に、まるで恐拶のよう
に響き諮り、彼らをil仮転反側させる。これにてi塩水転結の ij忌Jは終了し、「結jへと受け継がれる。ド
ラマはクライマックスの il出ですでに実質!二、終わっており、ここから先は別の話が続くなどして、ぐ

























そhに続く、“ιDear、father. . . that strange man is gone， and the sky and the mountains al 






なら、大型石のようなjmな heart(心)を持った Brandの heart(心臓)が、火に焼かれて石炭に変じること
一主主劇としての Hawthorneの“EthanBrand" 127 
に少しの不思議ちなL、。
しかし、 Bartramの次の一言が観客にショックを与える。その一言とは、“‘Atany rate， itis burnt 
into what looks like special good lime; and， taking al the bones together， my kiln is half a bushel 
the richer for him目''(102)というものである。これはまた、作中最後の台詞ともなっている。観客はこ
れまでの 8artramの言動によって、彼が 8randの theUnpardonable Sinを発見したとする主張を信
じていないことは分かっていた。だが、そんな 8artramにしても、 8randが死を賭しでさえ証明しよう
とした志社な心倍に'，t;jし、いささかなりとも11伝5を覚えてよさそうなものである。ところが 8artramは、
8randがそこに theUnpardonable Sinを見いだしたi14い heartも、自分にとっては取に半ブッシェル
分の石灰の儲けでしかないと冷たく言い放つ。この一言によって、 8artramは 8randの行為に少しも精
神的意味を見いだしていないばかりか、人一人死んた、というのに、何ら心動かされていないことが暴訴さ
れた。 8a!廿 amにあっては、冷ややかな功利的計算しか働いていない。観客はこれまで Brandの心情に
共感を寄せっつ、 ドラマの筋道を辿り、彼の認識の線に沿って物語を理解してきた。だが最後の最後にき






















































































8rand"のジオラマも、“Thepictures were worn out， moreover， tattered， ful of cracks and 

































11'， 1味、検誌の対象とされる。結末に I~l しでも、作者の忠tI文iを観客に jl!l し付けることなく、}~Ij全体が1mいか
けのJf-5で、終わるオー プンな方式が月Jl、られる。 問題は未解決のまま、蹴筏:の前に投げ:1¥される。結論は予
めJj:JxE:されておらず、観翁:i!1らが見いださねばならなL、。
“Ethan 8rand" において、 rf~!容はついつい主人公 8rand の視線でドラマを眺めてしまう結果、彼の言



















1.鈴木繁 fEthan8randの!万(裂としての DOctOI匂 FaustusJ 杭自大学文化教育学u1liJf究論文集 tH
4集第 1勾 (1999)、89-106ペー ジ。
2. Nathaniel Hawthorne， The English Notebooks， ed. Randall Stewart (1941; rpt. New York: 
一五予測としての Hawthorne の "Ethan Brand" 131 
Russell & Russell， 1962)， pp. 229-30. 
3. Richard Chase， The American Nove! and Jts Tradition (Garden City， New Yorlく:
Doubleday， 1957)， pp. 70， 71. 
4. Yvor Winters， "Maule's Curse， 01、Hawthorneand the Problem of Allegory，" in Hawthorne: 
A CoJJection of Critica! Essays， ed. A. N. Kaul (Englewood Cliffs: Prentice-Hall， 1966)， p. 21. 
5. Chase， ThθAmerican Nove! and lts Tradition，には、“TheScar!θt Letter is almost al 
picture." (70)とか、“日isfictions are mirror悶like. They give us a static and pictorial version of 
reality." (71)などの汚葉があり、彼が Hawthorneの作品限界をー棋の絵として見ていたことをうかがわ
せる。
6.以下の本文"，に引JIJする Henry.Jamesと F.O. Matthiessen以外に、 RichardHarter Fogle， 
“Hawthorne's Pictorial Unity，" ESQ， 55(1969)， 71-76; Judith Kaufman Budz，“Cherubs and 
Humblebees: Nathaniel Hawthorne and the Visual Arts，" Criticism， 17(1975)，168ぺ81;Thomas 
Woodson， "'Hawthornesque Shapes': The Picturesque and the Romance，" SN， 23(1991)，167-
182，などの名l'liiを挙げることができょう。
7. Henry ‘James， HawthoIηθ (1879; rpt. London: Macmillan， 1967)， p. 115. 
8. .James， Hawthorne， p. 73. ただし.Jamesの場合も、 Hawthorneが picturesqueを通して求め
ているのは、 ドラマ性よりもむしろ詩的であり、作中人物は一つの精神状態の代去のごときj凶を註してい
ると指摘していることを見逃しではならない。
9. F. O. Matthiessen， American Renaissance: Art and Expression iη the Age of Emersonθnd 
Whitman (1941; rpt. New York: Oxford University Press， 1977)， p. 300. 
10. Malcolm Cowley， "Five Acts of The Scar!et Letter，" in Twe!ve Origina! Essays on Great 
American Nove!s， ed. Charles Shapiro (Detroit: Wayne State University Press， 1958)， pp. 23-43. 
この論文の'1で Cowleyは、"Insteadof conceiving the novel as a single 01' double narrative moving 
ahead in a straight 01' zigzag line . . . Hawthorne approached it dramatically， almost as if his 
characters were appearing on a stage. Instead of dividing his book into narrative episodes 
Hawthorne divided it into scenes， each of which is a posed tableau 01' a dramatic confr、ontation."
(34-35)と述べている。
11. Donald Kay，"Five Acts of The B!itheda!e Romancθ，" ATQ， 13(1971)，25-28. 
12. Larry Baker， "The PBS Scar!et Letter : Showing Versus Telling，" NHJ (1978)， 220. 
13. Mark W. Estrin，“マriumphantIgnominy':ηJe Scar!θt Lettθr on Screen，" LIteJヨtu!、θ/Fi!m 
Quarterfシ， 2(1974)， 111. 
14. Cowley，“Five Acts of The Scar!et Letter，" 36. 
15. Marion L. Kesselring， Hawthorne's Reading， 1828-1850 (New York: The New York Public 
Library， 1949)， pp‘ 43， 48， 56， 58， 59， 60， 62，を参照のこと。
16. Nathaniel Hawthorne， ThθB!ithedaJe尺omanceand Fanshawe， Vol. II of The Centenary 
Edition of the WOI大5of Nathanie! Hawthorne， ed. William Charvat et a1. (Columbus: Ohio State 
University Press， 1964)， p. 156. 以下この作品からの引用はすべてこの版により、括弧内に該当貝数
のみ記す。
17. Gregory R. Wegner， "Hawthorne 's 'Ethan Brand' and the Structure of the Literary Sketch，" 




18. Richard Harter Fogle， "The Problem of Allegory in Hawthorne 's 'Ethan Brand，'' UTQ， 
17(1948)，192. 







21. Kermit Vanderbilt，“The Unity of Hawthorne's官thanBrand，'" CE， 24(1963)， 453 
22. Fogle，“The Problem of Allegory in Havvせhorne's'Ethan Brand，'" 192同93.
23. Richard Allan Davison， "The Villagers and 官thanBrand，'" SSF， 4(1967)， 260 
24.飯島光孝;戯IUJ創作 OU 実践i1.Ii騨講座 04 (1勺土社、 1998)、 40ペー ジ。
25. Nathaniel Hawthorne，η1e Snow-Imag，θ and Uncollected Tales， vol. XI of The Centθnary 
Edition of the Works of Nathaniel Hawthorne， ed. William Charvat et al. (Columbus: Ohio State 
University Press， 1974)， p.85 以下この作品からの引用はすべてこの版により、括弧内に該当頁数の
み記す。
26. Nelson F. Adkins，"The Ear、IyProjected Works of Nathaniel Hawthorne，" PBSA， 39(1945)， 
152山 53.
27. Adkins，“The Early Projected Works of Nathaniel Hawthorne，" 153. 
28. Wegner，“Hawthorne's 'Ethan Brand' and the Structure of the Literary Sketch，" 62. 
29. Dieter Schulz， "官thanBrand' and the Structure of the American Quest Romance，" Genrθ， 
7(1974)， 234. 




34.級品光孝 f戯曲創作 01J、29ペー ジ。
(主文堂、 1955)、104-105ペー ジ。
35 岩部!達治「ブレヒト 戯JlIl作品とその遺産J 新装版 (紀伊問屋書!日;、 1982)、13ふ35ペー ジ、
を参照のこと。
